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(57)【要約】
【課題】注目を惹き易く、かつ表示内容の確認や検索を
容易に行うことができるデジタルサイネージを実現する
。
【解決手段】縦長の液晶パネル１８１を有するデジタル
サイネージ１の画面を１／３分割し、隣接する２画面Ｍ
３、Ｍ２の下側にタッチセンサ操作のための選択画面Ｐ
１を、上側に選択操作による情報の表示画面Ｐ２を配置
し、残った画面にタッチセンサ操作とは関連の無い独立
画像Ｐ３を表示させる。したがって、縦長の液晶パネル
１８１で注目を惹き、対の画面Ｐ１，Ｐ２で選択操作が
し易くなるとともに、タッチセンサの操作に影響を受け
ない画面Ｐ３では、常時、表示させておきたい情報、た
とえば広告や重要な告知を流し続けることができる。該
デジタルサイネージ１が学校に設置される場合、好適に
は、選択画面Ｐ１で選択した年度の卒業アルバムが表示
画面Ｐ２に表示される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長となるように配置される長方形の表示手段と、
　前記表示手段を上中下段の均等の３段に表示領域を分割して表示駆動する駆動手段と、
　前記表示手段における少なくとも中段および／または下段の表示領域の前面に設けられ
るタッチセンサとを備え、
　前記駆動手段は、前記タッチセンサによる操作のための選択画面と、その選択操作によ
って選択された情報の表示画面とを、それぞれ相対的に下側および上側となる隣接した一
対の画面とし、それら一対の画面以外の下段または上段の画面には、前記タッチセンサ操
作とは関連の無い独立画像を表示させることを特徴とするデジタルサイネージ。
【請求項２】
　前記駆動手段は、前記選択画面を下段に、前記表示画面を中段に、前記独立画像を上段
に、それぞれ表示させ、さらに前記上段の表示領域には、動画または所定の短時間で切替
わる静止画を表示させることを特徴とする請求項１記載のデジタルサイネージ。
【請求項３】
　学校内に設置されるデジタルサイネージであって、
　前記学校における卒業アルバムのデータを格納する第１の記憶手段をさらに備え、
　前記駆動手段は、前記タッチセンサで選択された年度の卒業アルバムのデータを前記第
１の記憶手段から読出し、前記表示画面に表示させることを特徴とする請求項１または２
記載のデジタルサイネージ。
【請求項４】
　前記請求項３記載のデジタルサイネージと、該デジタルサイネージがネットワークを介
して接続されるサーバとを備え、
　前記デジタルサイネージおよび／またはサーバに、使用者からの写真投稿を受付け、デ
ータを格納する第２の記憶手段をさらに備え、
　前記駆動手段は、前記第２の記憶手段に記憶されている投稿写真を、前記タッチセンサ
の選択に応じて呼出し、前記表示画面に表示させることを特徴とする学内情報提供システ
ム。
【請求項５】
　前記デジタルサイネージおよび／またはサーバに、前記第１および第２の記憶手段が備
えられている場合、それらの記憶内容を、学年毎に区分して記憶媒体に書込んで配布可能
にする書込み手段をさらに備えることを特徴とする請求項４記載の学内情報提供システム
。
【請求項６】
　前記サーバには、複数の前記デジタルサイネージが接続され、該サーバは、遠隔操作機
能によって、各デジタルサイネージの稼働の有無を確認することを特徴とする請求項４ま
たは５記載の学内情報提供システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルサイネージ（ Digital Signage＝電子看板）およびそれを用いて、
　学校内で、学生向けの情報を提供するのに好適な、新規なシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルサイネージは、表示と通信にデジタル技術を活用して平面ディスプレイやプロ
ジェクタなどによって映像や情報を表示する広告媒体である。デジタルサイネージは、ポ
スターやロールスクリーン看板等の印刷物のような取替えの手間が掛からずメンテナンス
が容易であり、また動画が表示できるために利用者の注目を惹くことができ、さらに１台
の表示機でも複数の広告主に対して広告表示枠を切り売りできる等の特長がある。
【０００３】
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　そのデジタルサイネージは、大きいものでは、大画面のテレビジョン受像機のような横
長画面で単純な動画を流すだけのものがあり、小さなものでは、駅や空港での案内板とし
て利用され、検索によるガイダンス画面を表示するものがある。後者のもので、特許文献
１は、利用者に操作されていない間、ディスプレイの表示領域の全領域に広告用コンテン
ツを広い視野角で表示し、利用者に操作されると、検索用コンテンツを狭い視野角で一部
分に表示し、残余の部分で広告用コンテンツを広い視野角で表示することが示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１０２３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１は、横長のデジタルサイネージに、検索時には、広告用コンテンツと
検索用コンテンツとが、縦に長い短冊状で、左右方向に交互に表示されている。これは、
検索はデジタルサイネージの正面に、広告は周囲の広い範囲に、見せているためであり、
結果的に、広告も検索も、横長の画面全体を使用して行われている。したがって、検索画
面と、その結果の表示画面との関連が不明確になったり、広告も一貫性が無くなったりし
て、いずれも見難い。
【０００６】
　ところで、学内にデジタルサイネージを設置した例は、従来の広告用やニュース用など
の用途程度しか無く、たとえば食堂やカフェテリアに設置することで、休講案内の掲示板
として機能させたり、食堂のメニューの案内や生協の案内など、利便性が飛躍的に高まる
ことが期待される。
【０００７】
　本発明の目的は、注目を惹き易く、かつ表示内容の確認や検索を容易に行うことができ
、特に学内に設置されることに好適なデジタルサイネージおよびそれを用いる学内情報提
供システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のデジタルサイネージは、縦長となるように配置される長方形の表示手段と、前
記表示手段を上中下段の均等の３段に表示領域を分割して表示駆動する駆動手段と、前記
表示手段における少なくとも中段および／または下段の表示領域の前面に設けられるタッ
チセンサとを備え、前記駆動手段は、前記タッチセンサによる操作のための選択画面と、
その選択操作によって選択された情報の表示画面とを、それぞれ相対的に下側および上側
となる隣接した一対の画面とし、それら一対の画面以外の下段または上段の画面には、前
記タッチセンサ操作とは関連の無い独立画像を表示させることを特徴とする。
【０００９】
　上記の構成によれば、ポスターなどに代えて用いられ、広告媒体として注目が得易く、
また柱などに効率良く設置できる縦長の表示手段を有するデジタルサイネージにおいて、
先ずその縦長の表示手段を、上中下段の３つの表示領域に分割する。これは、本件発明者
の経験によれば、縦長のパネルは、注目（宣伝効果）を惹き易いためであり、一方、従来
でも、縦長の表示手段を、時々、１／３ずつ使用する例はあるが、常時そうする例は無く
、前記１／３ずつの３段が、表示内容の確認に容易であるためである。そして、その表示
手段の少なくとも中段および／または下段の表示領域の前面にはタッチセンサを設けてお
き、表示手段を表示駆動する駆動手段は、以下のような表示駆動を行う。
【００１０】
　すなわち、駆動手段は、前記タッチセンサの操作のための選択画面と、その選択操作に
よって選択された情報の表示画面とを、それぞれ相対的に下側および上側となる隣接した
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一対の画面とし、それら一対の画面以外の下段または上段の画面には、前記タッチセンサ
の操作とは関連の無い独立画像を表示させる。つまり、選択画面が下段である場合、対を
成す表示画面は中段であり、上段には独立画像を表示する。また、選択画面が中段である
場合、対を成す表示画面は上段であり、下段には独立画像を表示する。
【００１１】
　したがって、ガイダンス画面のように単純な全画面の更新を行う従来技術のデジタルサ
イネージや、大画面のテレビジョン受像機のような横長画面で単純な動画を流すだけの他
の従来技術のデジタルサイネージなどと異なり、先ず縦長の表示手段で注目を惹くことが
できる。次に、タッチセンサによる選択画面と、それによって選択された情報の表示画面
とが隣接して対になっていることで、選択操作がし易くなる。特に、常に、相対的に、タ
ッチセンサによる選択画面は下側、それによって選択された情報の表示画面は上側となる
と、選択操作が、より行い易くなる。たとえば、タッチセンサによる選択画面は上段、そ
れによって選択された情報の表示画面が中段または下段にあると、タッチセンサ操作を行
う使用者の腕が、使用者の目と表示画面との間に入り（表示画面が腕の影になり）、見難
い。一方、タッチセンサの選択画面やそれによる情報の表示画面は、操作によって切替わ
ったり変化したりするが、残りの１／３の画面で、常時、表示させておきたい情報、たと
えば広告や重要な告知を、独立画像として流し続けることができる。
【００１２】
　また、本発明のデジタルサイネージでは、前記駆動手段は、前記選択画面を下段に、前
記表示画面を中段に、前記独立画像を上段に、それぞれ表示させ、さらに前記上段の表示
領域には、動画または所定の短時間で切替わる静止画を表示させることを特徴とする。
【００１３】
　上記の構成によれば、前記選択画面が下段に、前記表示画面が中段にあることで、より
操作が容易であり、前記上段の独立画像には、動画、または所定の短時間で切替わる静止
画（所謂スライドショー）を表示することで、注目を惹くことができる。
【００１４】
　さらにまた、本発明のデジタルサイネージでは、学校内に設置されるデジタルサイネー
ジであって、前記学校における卒業アルバムのデータを格納する第１の記憶手段をさらに
備え、前記駆動手段は、前記タッチセンサで選択された年度の卒業アルバムのデータを前
記第１の記憶手段から読出し、前記表示画面に表示させることを特徴とする。
【００１５】
　上記の構成によれば、デジタルサイネージを学校内に設置するにあたって、デジタルサ
イネージの表示コンテンツとして卒業アルバムを使用することで、集客効果を特に高める
ことができる。また、在校生だけでなく、卒業生に母校訪問の機会を増やしたり、学年間
の繋がりを拡げたり、在校生から卒業生まで幅広く、有益な、交流マシン或いはメモリア
ル機を実現することができる。
【００１６】
　また、本発明の学内情報提供システムは、前記のデジタルサイネージと、該デジタルサ
イネージがネットワークを介して接続されるサーバとを備え、前記デジタルサイネージお
よび／またはサーバに、使用者からの写真投稿を受付け、データを格納する第２の記憶手
段をさらに備え、前記駆動手段は、前記第２の記憶手段に記憶されている投稿写真を、前
記タッチセンサの選択に応じて呼出し、前記表示画面に表示させることを特徴とする。
【００１７】
　上記の構成によれば、特に在校生による写真投稿を受付け、集積してゆくことが可能に
なり、たとえば運動会や文化祭などの学校行事、クラブ活動、修学旅行の写真も、多数か
ら、タッチセンサの操作によって選別して読出して表示することが可能になり、集客効果
をより高めることができる。
【００１８】
　したがって、小中高校、特に、その様な行事が多く、使用者である学生が操作に適した
年齢である中学校および高校に好適である。
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【００１９】
　さらにまた、本発明の学内情報提供システムでは、前記デジタルサイネージおよび／ま
たはサーバに、前記第１および第２の記憶手段が備えられている場合、それらの記憶内容
を、学年毎に区分して記憶媒体に書込んで配布可能にする書込み手段をさらに備えること
を特徴とする。
【００２０】
　従来から、サーバにアップロードする画像共有システムは多々存在するが、上記の構成
によれば、在校生の卒業時に、卒業アルバムとともに、前記クラブ活動や修学旅行などの
写真を、ＤＶＤやＣＤ或いはＵＳＢメモリなどの記憶媒体に書込んで、配布することがで
きる。
【００２１】
　これによって、デジタルサイネージの商品価値および集客効果を一層高めることができ
る。
【００２２】
　また、本発明の学内情報提供システムでは、前記サーバには、複数の前記デジタルサイ
ネージが接続され、該サーバは、（パソコン）遠隔操作機能（所謂チームビュワーなど）
によって、各デジタルサイネージの稼働の有無を確認することを特徴とする。
【００２３】
　上記の構成によれば、学校側の設置箇所、たとえばカフェテリアや食堂などでの電源の
入れ忘れや切り忘れを、サーバ側で確認し、前記設置箇所に通報することができる。これ
によって、各デジタルサイネージを適切に稼働させることができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のデジタルサイネージおよびそれを用いる学内情報提供システムは、以上のよう
に、縦長の表示手段を有するデジタルサイネージの画面を上中下段の１／３分割し、その
内の隣接する２画面の下側にタッチセンサ操作のための選択画面を、上側に選択操作によ
る情報の表示画面を配置し、残った画面にタッチセンサ操作とは関連の無い独立画像を表
示させる。
【００２５】
　それゆえ、先ず縦長の表示手段で注目を惹き、対の画面で選択操作がし易くなるととも
に、タッチセンサの操作に影響を受けない画面では、常時、表示させておきたい情報、た
とえば広告や重要な告知を流し続けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の一形態に係る学内情報提供システムのシステム構成を示す図であ
る。
【図２】前記システムに使用されるデジタルサイネージの電気的構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図３】前記デジタルサイネージの表示例を示す正面図である。
【図４】表示をしたデジタルサイネージの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１は、本発明の実施の一形態に係る学内情報提供システムのシステム構成を示す図で
ある。本システムは、デジタルサイネージ（ Digital Signage＝電子看板）１を使用して
、図示しない利用者としての学生などに情報提供を行うものである。本システムは、大略
的に、デジタルサイネージ１が、インターネットなどの回線５を介してデータセンター６
に接続され、またデータセンター６が、同様にインターネットなどの回線５を介して、広
告代理店などの該デジタルサイネージ１を利用したサービスを提供するサービス提供会社
７や、学校８に接続されて構成される。本システムには、利用者が所持する携帯情報端末
２１が利用されることもあり、その場合、該携帯情報端末２１は、インターネットなどの
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回線５を介してデータセンター６に接続される。デジタルサイネージ１は、１または複数
台が、利用者（学生）の集まる食堂やカフェテリアなどの利用事業所４に設置され、携帯
情報端末２１は、多数の利用者（学生）に利用されることは、勿論である。
【００２８】
　学校８としては、小中高校および大学校や専門学校などであるが、好ましくは、後述の
ように、高校および中学校である。学校８には、前記利用事業所４を含むが、この図１に
おいて参照符号８で示す部分は、学校の管理部門、職員室など、学生に情報を発信すべき
部門を表し、デジタルサイネージ１の利用事業所４とは分けて示している。その発信すべ
き情報は、休講や行事の案内、同窓会の案内、生協の情報などであり、パーソナルコンピ
ュータやサーバコンピュータなどの情報処理端末８１で作成され、適宜データセンター６
にアップロードされ、或いはサービス提供会社７に提供される。
【００２９】
　サービス提供会社７は、スチルカメラ７１やムービーカメラ７２などで取材した素材に
、パーソナルコンピュータなどの情報処理端末７３で編集や加工などの処理を施すととも
に、文書データを作成して、デジタルサイネージ１の表示コンテンツとして、データセン
ター６のサーバコンピュータ６１にアップロードする。アップロードされたコンテンツは
、適宜、各デジタルサイネージ１にダウンロードされ、後述するような表示が行われる。
【００３０】
　後述するようにして、タッチパネル操作などで得られた情報は、デジタルサイネージ１
からサーバコンピュータ６１に吸い上げられ、情報処理端末７３に与えられ、また適宜、
学校８にも提供される。この利用者（学生）のデータや、利用事業所４、或いは広告企業
に対する課金の管理などの情報処理は、サーバコンピュータ６１または情報処理端末７３
の何れか、或いは両者が協働して行う。
【００３１】
　デジタルサイネージ１は、床面設置の筐体１０に、表示手段としての縦長の液晶パネル
１８１が支持されて構成される。上述の説明では、デジタルサイネージ１は、回線５に接
続されるネットワーク対応機で説明しており、該ネットワークを介して、サーバコンピュ
ータ６１から、リアルタイムの操作や情報配信が可能である。これによって、突発的な広
告出稿や告知にも迅速に対応することができるとともに、コンテンツを容易に変更するこ
ともでき、きめ細かな番組（広告やコンテンツ）編成を行うことができるようになってい
る。しかしながら、デジタルサイネージ１は、回線５に接続されないスタンドアロン機で
あってもよく、その場合は、ＵＳＢメモリやＳＤメモリカード等の記憶媒体を介して、表
示内容を更新可能である。こうして、最新情報を提供することで、利用者の興味を惹き、
また設置場所（利用事業所４）に即したリアルタイムなキャンペーンなどの情報配信が可
能となっている。
【００３２】
　本システムで注目すべきは、システム内に、学校８の契約先の写真館や印刷所などで構
成され、卒業アルバム３１を作成する編集所３が設けられていることである。編集所３は
、修学旅行に同行し、或いは入学式や体育会などの学校行事に参加し、カメラ３２でそれ
らの行事の写真を撮影し、適宜販売したり、パーソナルコンピュータなどの情報処理端末
３３で編集して前記卒業アルバム３１を作成したりする。その卒業アルバム３１の電子デ
ータは、回線５や記憶媒体３４などを介して、学校８やサービス提供会社７に提供され、
デジタルサイネージ１にも格納される。
【００３３】
　また、後述するように、利用者が撮影した画像データを収集可能なように、スマートフ
ォンなどの携帯情報端末２１が、インターネットなどの回線５を介してデータセンター６
に接続され、或いはBluetooth（登録商標）９を介する直接の通信が可能となっている。
前記画像データの収集には、前記Bluetooth（登録商標）９や、ＳＤカードなどの記憶媒
体２２１を介してデジタルサイネージ１に接続可能なデジタルカメラ２２なども、本シス
テムに含めることができる。
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【００３４】
　図２は、デジタルサイネージ１の電気的構成の一例を示すブロック図である。液晶パネ
ル１８１の前面の全域には、タッチセンサ１８２が設けられ、タッチパネル１８として構
成される。このタッチパネル１８のタッチセンサ１８２への操作によって、利用者（学生
）が所望する情報を検索できるようになる。
【００３５】
　筐体１０の内部には、ＣＰＵなどで実現される情報処理装置１１と、ＲＯＭなどで実現
される第１の記憶媒体１２と、ＲＡＭなどで実現される第２の記憶媒体１３と、ＳＳＤ（
Solid State Drive：半導体メモリ（基本的にフラッシュメモリ））などで実現される補
助記憶装置１４と、前記回線５を介して通信を行う通信インタフェイス１５１と、Blueto
oth（登録商標）９による無線通信を行う無線通信機１５３と、記憶媒体２２１のスロッ
ト１５２と、前記タッチパネル１８も含めて、それらを接続するバスライン１９とを備え
て構成される。表示手段としては、液晶パネル１８１に限らず、プラズマディスプレイや
有機ＥＬディスプレイなどの他の表示手段が用いられてもよい。
【００３６】
　補助記憶装置１４は、サーバコンピュータ６１からダウンロードしたコンテンツを記憶
する。第１の記憶媒体１２は、該デジタルサイネージ１の基本動作プログラムなどを予め
記憶しており、第２の記憶媒体１３は、他の動作プログラムや、各動作プログラムの実行
に必要な情報、サーバコンピュータ６１からダウンロードしたプログラムを適宜記憶する
。情報処理装置１１は、第１および第２の記憶媒体１２，１３ならびに補助記憶装置１４
に記憶されたプログラムに基づき、第２の記憶媒体１３や補助記憶装置１４のデータを用
いて、液晶パネル１８１の表示データを作成したり、タッチセンサ１８２の操作を読み取
る。補助記憶装置１４は、ハードディスク装置などで実現することができるが、上述のよ
うに、ＳＳＤを用いる場合、情報処理装置１１の起動も可能であり、ＲＡＭなどで実現さ
れる第２の記憶媒体１３が省略されてもよい。
【００３７】
　注目すべきは、本実施形態のデジタルサイネージ１は、長方形の表示手段としての液晶
パネル１８１が筐体１０の正面に縦長となるように配置され、駆動手段としての情報処理
装置１１が、液晶パネル１８１を、図３で示すように、上中下段の均等な３段で、横長の
表示領域Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３に分割して表示駆動することである。これは、ポスターなどに
代えて用いられ、広告媒体として注目が得易いデジタルサイネージにおいて、本件発明者
の経験によれば、縦長のパネルは、注目（宣伝効果）を惹き易く、一方、表示内容の確認
は、横長のパネルが、利用者にとって容易であるためである。ここで、従来でも、縦長の
液晶パネル１８１を、時々、１／３ずつ使用する例はあるが、常時そうする例は無い。液
晶パネル１８１としては、たとえば４６インチで、アスペクト比が１６：９のＨＤＴＶ用
パネルである。
【００３８】
　図３は情報処理装置１１による液晶パネル１８１の表示例を示す正面図であり、図４は
表示をしたデジタルサイネージ１の斜視図である。そして、また注目すべきは、本実施形
態のデジタルサイネージ１では、情報処理装置１１は、液晶パネル１８１におけるタッチ
センサ１８２の操作のための選択画面Ｐ１と、その選択操作によって選択された情報の表
示画面Ｐ２とを、それぞれ相対的に下側および上側となる隣接した一対の画面Ｐ１，Ｐ２
とし、それら一対の画面Ｐ１，Ｐ２以外の下段または上段の画面には、タッチセンサ１８
２の操作とは関連の無い独立画像Ｐ３を表示させることである。図３および図４の例では
、選択画面Ｐ１が下段の表示領域Ｍ３であるので、対を成す表示画面Ｐ２は中段の表示領
域Ｍ２であり、上段の表示領域Ｍ１には独立画像Ｐ３を表示している。一方、選択画面Ｐ
１が中段の表示領域Ｍ２である場合、対を成す表示画面Ｐ２は上段の表示領域Ｍ１であり
、下段の表示領域Ｍ３には独立画像Ｐ３を表示させることになる。そのため、タッチセン
サ１８２は、液晶パネル１８１の全域ではなく、少なくとも中段および／または下段の表
示領域Ｍ２，Ｍ３に設けられればよい。表示画面Ｐ２は、後述する卒業アルバム３１を表



(8) JP 2017-191497 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

示したり、高校や大学では求人情報など、各種選択によって補助記憶装置１４から読出さ
れた画面を表示し、選択画面Ｐ１は、その選択のためのアイコン画面を表示する。
【００３９】
　このように構成することで、タッチセンサ１８２による選択画面Ｐ１と、それによって
選択された情報の表示画面Ｐ２とが、隣接して対になっていることで、選択操作がし易く
なる。特に、常に、相対的に、タッチセンサ１８２による選択画面Ｐ１は下側、それによ
って選択された情報の表示画面Ｐ２は上側となると、選択操作が、より行い易くなる。こ
れは、タッチセンサ１８２による選択画面Ｐ１が上側、表示画面Ｐ２が下側にあると、タ
ッチセンサ１８２の操作を行う使用者の腕が、使用者の目と表示画面Ｐ２との間に入り（
表示画面Ｐ２が腕の影になり）、見難いためである。一方、タッチセンサ１８２の選択画
面Ｐ１やそれによる情報の表示画面Ｐ２は、操作によって切替わったり変化したりするが
、残りの１／３の画面で、常時、表示させておきたい情報、たとえば広告や重要な告知を
、独立画像Ｐ３として流し続けることができる。
【００４０】
　また注目すべきは、駆動手段としての情報処理装置１１は、図３および図４で示すよう
に、選択画面Ｐ１を下段の表示領域Ｍ３に、表示画面Ｐ２を中段の表示領域Ｍ２に、独立
画像Ｐ３を上段の表示領域Ｍ１に、それぞれ表示させ、その内、上段の表示領域Ｍ１には
、独立画像Ｐ３として動画または所定の短時間で切替わる静止画（所謂スライドショー）
を表示させることである。したがって、選択画面Ｐ１が下段の表示領域Ｍ３に、表示画面
Ｐ２が中段の表示領域Ｍ２にあることで、より操作が容易であり、上段の表示領域Ｍ１の
独立画像Ｐ３には、動画、または所定の短時間で切替わる静止画を表示することで、注目
を惹くことができる。特に、縦長の液晶パネル３で最も注目し易い上段の表示領域Ｍ１に
、動画を表示させることで、デジタルサイネージ１の注目度（集客効果）を、より高める
ことができる。
【００４１】
　独立画像Ｐ３は、図３の例では校舎の写真であり、図４の例では卒業証書の写真である
。それ以外にも、独立画像Ｐ３には、休講案内、食堂のメニュー案内、生協の安売りの案
内、クラブ活動の様子、ボランティア募集、ニュースなど、学生や職員にとって有益な情
報の画像が表示される。これらの画像は、サービス提供会社７や学校８などで作成される
。
【００４２】
　さらにまた、注目すべきは、本実施形態のデジタルサイネージ１は、上述のように学校
８（４）内に設置され、第１の記憶手段としての補助記憶装置１４には、卒業アルバム３
１を始め、学校行事の写真データが格納され、駆動手段としての情報処理装置１１は、タ
ッチセンサ１８２の選択画面Ｐ１で選択された年度やクラスのデータを補助記憶装置１４
から読出し、表示画面Ｐ２に表示させることである。図３の例では、表示画面Ｐ２は、卒
業年次の選択の初期画面であり、図３の選択画面Ｐ１で示すような年度のグループから、
図４の選択画面Ｐ１で示すように具体的な年度を選択し、さらに図４の選択画面Ｐ１から
、卒業アルバムの詳細（クラス、教員、校舎、学校行事など）の選択を行うことを示して
いる。図４の表示画面Ｐ２には、校歌が表示されている。
【００４３】
　こうして、デジタルサイネージ１を学校８（４）内に設置するにあたって、表示コンテ
ンツとして卒業アルバム３１を使用することで、集客効果を特に高めることができる。ま
た、在校生だけでなく、卒業生に母校訪問の機会を増やしたり、学年間の繋がりを拡げた
り、在校生から卒業生まで幅広く、有益な、交流マシン或いはメモリアル機を実現するこ
とができ、卒業生が母校へ寄贈する記念品としても好適である。
【００４４】
　前記卒業アルバムの公式な写真としては、前述のように、卒業アルバム３１を作成する
編集所３が、カメラ３２によって撮影し、情報処理端末３３によって編集を行う。しかし
ながら、近年では、デジタルカメラ２２やスマートフォンなどの携帯情報端末２１でも鮮



(9) JP 2017-191497 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

明な画像が撮影可能になっている。そこで、本システムでは、教員の声掛けなどに応じて
、学生などが、それらのデジタルカメラ２２や携帯情報端末２１から、インターネットな
どの回線５を介してデータセンター６に、或いはBluetooth（登録商標）９や記憶媒体２
２１を介してデジタルサイネージ１に直接、画像の投稿が可能となっている。直接投稿時
には、選択画面Ｐ１および表示画面Ｐ２を使用する。投稿された写真のデータは、第２の
記憶手段としてのサーバコンピュータ６１に蓄積され、情報処理装置１１が、タッチセン
サ１８２の選択に応じて呼出し、表示画面Ｐ２に表示させる。なお、投稿写真には、肌露
出の面積などで公序良俗を判定するようなフィルタが設けられてもよい。また、第２の記
憶手段は、デジタルサイネージ１側に設けられてもよい。
【００４５】
　これによって、編集所３のカメラマンだけではカバーし切れない充実した写真を集める
ことができ、デジタルサイネージ１の集客効果をより高めることができる。また、収集し
た写真を適宜卒業アルバム３１に含めることで、卒業アルバムの価値を高めることができ
る。或いは、卒業アルバム３１に含められないまでも、デジタルサイネージ１に表示可能
とすることで、在校生の段階から、該デジタルサイネージ１が、学年やクラス、或いはク
ラブ活動などの、結束や調和に寄与することができる。また、学生や教員などが、個人で
残していたら散逸してしまう可能性のある写真も、デジタルサイネージ１に蓄積すること
で、そのような不具合を防止することができる。このようなデジタルサイネージ１は、小
中高校、特に、前述のような行事が多く、使用者である学生が操作に適した年齢である中
学校および高校に好適である。
【００４６】
　さらにまた、デジタルサイネージ１および／またはサーバコンピュータ６１などに、補
助記憶装置１４の記憶内容を、学年毎に区分して記憶媒体に書込んで配布可能にする書込
み手段をさらに備えることが好ましい。そうすることで、在校生の卒業時に、卒業アルバ
ム３１とともに、クラブ活動や修学旅行などの写真を、ＤＶＤやＣＤ或いはＵＳＢメモリ
などの記憶媒体に書込んで配布することができ、デジタルサイネージ１の商品価値および
集客効果を一層高めることができる。その記憶媒体の申し込みまで、デジタルサイネージ
１で受付けるようにしてもよい。
【００４７】
　また、図１のように、サーバコンピュータ６１に複数のデジタルサイネージ１が接続さ
れている場合、該サーバコンピュータ６１は、（パソコン）遠隔操作機能（所謂チームビ
ュワーなど）によって、各デジタルサイネージ１の稼働の有無を確認することが好ましい
。そうすることで、学校８側の設置箇所（利用事業所４）での電源の入れ忘れや切り忘れ
を、サーバコンピュータ６１側で確認し、該設置箇所（利用事業所４）に通報することが
できる。これによって、各デジタルサイネージ１を適切に稼働させることができる。
【符号の説明】
【００４８】
　１　　デジタルサイネージ
１０　　筐体
１１　　情報処理装置
１２　　第１の記憶媒体
１３　　第２の記憶媒体
１４　　補助記憶装置
１５１　通信インタフェイス
１５２　スロット
１５３　無線通信機
１７　　スピーカ
１８　　タッチパネル
１８１　液晶パネル
１８２　タッチセンサ
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１９　　バスライン
２１　　携帯情報端末
２２　　デジタルカメラ
２２１　記憶媒体
　３　　編集所
３１　　卒業アルバム
３２　　カメラ
３３　　情報処理端末
３４　　記憶媒体
　４　　利用事業所
　５　　回線
　６　　データセンター
６１　　サーバコンピュータ
　７　　サービス提供会社
７１　　スチルカメラ
７２　　ムービーカメラ
７３　　情報処理端末
　８　　学校
８１　　情報処理端末
　９　　Bluetooth（登録商標）
Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３　　表示領域
Ｐ１　　選択画面
Ｐ２　　表示画面
Ｐ３　　独立画像

【図１】 【図２】
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